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遠
藤
会
長
か
ら
答
申
書
を
受

げ
取
っ
た
足
立
信
也
厚
労
政
務

富
は
「
生
命
の
箆
さ
を
感
じ
さ

せ
る
答
申
密
に
な
っ
て
い
る
と

思
う
」
と
し
た
ほ
か
、
今
回
の

惨
療
報
酬
改
定
が

「乙
の
園
の

医
療
、
世
界
一
の
医
療
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
、
そ
の
第
一
歩
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安心と情報告
お肘けします.
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す
ベ
く
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

し
、
皆
さ
ん
方
か
ら
も
改
油
田
す

べ
き
と
と
は
ぶ
つ
け
て
欲
し

い
。
永
ッ
ト
プ
ラ
ス
改
定
は
凶

年
ぷ
り
の
と
と
。
あ
る
意
味
、

鹿
史
的
な
作
業
を
し
て
い
た
だ

い
た
。
今
後
は
、
現
場
の
医

師
、
む
讃
師
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル

の
方
を
は
じ
め
国
民
の
皆
さ
ん

に
も
(
改
定
内
容
を
)
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
全
力
で
取

り
皐
ん
で
い
き
た
い
」
な
ど
と

あ
い
さ
っ
し
た
。

ま
た
、
滋
藤
会
長
も
、
申
医

協
各
側
露
目
闘
や
恵
務
局
(
保
険

の
両
輸
と
し
て
検
討
し
て
い
き
局
医
療
線
)
の
と
れ
ま
で
の
協

た
い
」
な
ど
と
述
べ
た
。
力
に
対
し
て
「
心
よ
り
お
礼
申

途
中
か
ら
出
席
し
た
墨
語
し
ト
市
げ
た
い
」
と
し
た
ほ
か
、

厚
労
相
は
「
中
医
協
よ
り
答
申
「
改
定
内
容
の
検
征
と
提
起
さ

を
い
た
だ
い
た
。
長
期
間
の
議
れ
た
検
討
録
題
へ
の
対
応
に
速

に
な
る
と
強
く
思
っ
て
い
る
。
輸
を
経
て
、
遠
藤
会
長
を
は
じ
や
か
に
着
手
す
る
必
要
が
あ

危
機
打
開
は
、
ま
ず
医
療
費
を
め
餐
員
の
皆
さ
ん
方
の
色
々
な
る
。
再
び
次
の
緩
紛
が
ス
タ
ー

増
額
す
る
と
と
と
、
医
療
鍵
供
思
い
を
込
め
た
禦
大
成
が
本
日
卜
す
る
の
で
(
各
轟
員
は
)
覚

体
制
を
し
っ
か
り
さ
せ
る
と
と
で
き
上
が
っ
た
。
行
政
と
し
倍
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
要

が
基
本
だ
と
思
う
。
と
れ
を
車
て
、
と
の
答
申
の
理
念
を
実
現
鯖
し
た
。

件
は
診
療
録
管
理
体
制
加
算
の

届
出
の
み
、
早
均
夜
院
日
巌
も

げ
回
以
内
か
ら
四
日
以
開
札
緩

和
。
二
次
救
語
病
問
竪
を
解
価
し

て
い
る
教
急
医
療
管
理
加
算
は

1
日
6
0
0点
か
'P出
O
O点

に
、
乳
幼
児
教
急
量
療
管
理
加

算
は
1
5
0点
か

雪

8
点

に
そ
れ
ぞ
れ
ア
ッ
プ
。
ま
た
、

連
携
病
院
聞
で
あ
ら
か
じ
め
協

議
を
行
い
、
三
次

・
二
次
病
院

に
緊
急
入
院
し
た
患
者
が
5
日

以
内
に
他
の
病
院
に
転
践
し
た

場
合
の
支
援
の
評
価
と
レ
て
、

教
魚
綴
送
患
者
地
域
連
携
紹
介

加
算

5
0
0点
(
退
院
時

1

中医協答申後に会見する診療側餐員

N
I
C
U
の
評
価
ア
ッ
プ

小
児
科
当
直
兼
務
の
評
価
新
設

2
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
内

容
の
う
ち
璽
点
観
題
関
係

(
4

5
7面
に
掲
載
)
で
は
、
ま
ず

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
充
実
度

評
価
貝
遣
し
に
沿
っ
て
、
評
価

の
高
い
紋
命
救
急
入
院
料
の
充

実
度
得
価
A
の
加
算
を
1
日
5

0
0点
か
ら

1
0
0
0点
に
倍

相
(
解
価
B
の
加
鯨
は
5
0
0

点
の
ま
ま
)、
広
範
囲
熱
傷
特

定
集
中
治
療
室
管
理
料
は
椴
々

な
患
者
受
入
れ
を
円
滑
に
仔
う

た
め
尊
用
の
治
療
室
は
不
要

(
要
件
緩
和
)
と
し
、
特
定
集

中
治
療
室
哲
理
料
、
教
命
救
急

入
院
料
の
1
項
目
と
し
て
評
価

を
行
な
う
形
に
改
め
た
。

ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
入
院
医

療
管
理
料
は

1
日
3
7
0
0点

か
ち

4
5
0
0点
に
上
げ
、
嬰

新
点
数
の
詳
細
は

日
病

H
P
に
掲
載

岡
)、
岡
受
入
加
ロ
1
0
0
0

点
(
入
院
初
日
)
を
新
般
6

小
児
教
急
外
来
の
評
価
で

は
、
初
期
教
急
の
地
場
連
携
小

児
夜
間

・
休
日
修
療
料
1
は
4

0
0点
に
、
同
2
は
5
5
0点

に
そ
れ
ぞ
れ
切
点
ア
ッ
プ
、
院

内
ト
リ
ア
1
ジ
加
輿
加
点
を
新

般
。
小
児
と
同
樹
、
大
人
版
の

地
域
連
携
夜
間

・
休
日
診
療
料

1
0
0点
も
新
鰻
す
る
。
外
来

の
乳
幼
児
加
算
(
初
鯵
料
お
よ

び
再
鯵
料
・外
来
診
療
料
)の
評

価
は
そ
れ
ぞ
れ
2
点
ア
ッ
プ
。

ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩
管
理
加
算

は
、
対
象
疾
患
に
多
一腕
妊
娠
、

子
宮
内
胎
児
発
育
遅
延
を
追
加

(
同
妊
娠
管
理
加
算
同
様
)、

野
価
は
1
日
2
0
0
0点
か
ち

3
0
0
0点
に
掲
額
。
妊
産
婦

緊
急
搬
送
入
院
加
算

(入
院
初

日
)
は
5
0
0
0点
か
ち

7
0

0
立
闘
に
憎
顧
、
妊
娠
以
外
の

疾
病
で
搬
送
さ
れ
た
掲
合
も
算

定
で
き
る
よ
う
に
改
め
る
。

新
生
児
特
定
鎖
中
治
療
室
管

週
料

(N
I
C
U)
は
l
B
8

5
0
0点
を

1
0
0
0
0点
に

ア
ッ
プ
、

N
I
C
U担
当
医
師

が
小
児
科
当
間
灘
務
を
鶏
務
す

る
場
合
の
評
価

(
1日
6
0
0

0
点
)
を
薪
般
、

一
時
的
な
定

員
超
過
入
院
や
症
状
僧
惑
時
の

再
入
室
の
場
合
の
算
定
要
件
を

緩
和
す
る
。
新
生
児
や
小
児
の

専
門
医
療
機
関
の
連
携
に
よ
り

ハ
イ
リ
ス
ク
児
の
円
滑
な
受
入

れ
を
図
る
た
め
、
救
急
搬
送
診

療
料
の
乳
幼
児
編
鋒
は
1
固
1

5
0点
を

5
0
0点
に
ア
ッ

プ
、
新
生
児
加
算
1
0
0
0点

を
新
股
す
る
。

診
療
体
制
の

「
U
U
鍵
約
化
は
、
医

一則
H
一
師
不
足
、

地
繊

一
H
N
一
医
療
の
疲
弊
に

ほ

」
向
け
て
の
対
策

の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
小
児
科
で
は
学
会
を
中

心
に
医
療
機
関
の
集
約
化
、

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
化
が
推

進
さ
れ
て
い
る
V
医
師
が
特

定
の
医
療
機
関
に
集
中
し
、

尊
門
的
医
療
を
縄
供
す
る
こ

と
は
地
域
医
桜
の
活
性
化
に

は
必
要
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
医
扇
不
足
に

起
凶
す
る
医
師
の
疲
弊
を
防

ぐ
た
め
だ
け
@
集
約
化
で
は

な
く
、
地
域
医
療
の
充
実
の

た
め
の
も
の
で
な
く
て
は
な

ら
な
い

V
診
療
の
集
約
化

が
、
結
果
と
レ
て
一
地
域
の
医

師
、
地
域
医
療
の
偏
在
を
増

幅
す
る
よ
う
な
と
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
o
鍵

約
化
に
は
医
療
資
源
の
集
約

と
綴
能
的
分
散
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
よ
り
効
串
的
な
診
療

体
制
を
構
築
す
る
乙
と
が
不

可
欠
で
あ
る

V
そ
の
た
め
に

は
、
診
額
所
、
地
域
医
療
被

関
と
地
域
中
核
的
病
院
と
が

一
体
と
な
っ
て
医
師
派
遣
や

救
急
医
療
連
携
を
図
っ
て
地

域
医
療
を
支
-え
る
と
い
う
基

本
姿
"
を
維
持
す
る
と
と
が

肝
要
で
あ
る
。

(H
-
F
)
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医師をお捜しの医療機関は是非ご登録ください。

里会理むlオの有料酬紹介ザイトです。

全国的に深刻化 している医師不足、看護師不足問題に対処するため、日本病院会

の唯一の関連組織である(株)日本病院共演会が(社)日本病院会会員病院の要望

に沿った人材を斡旋する紹介事業を展開いたします。

主登録費、広告費などの初期費用は有りません。成約手数料についても、会員価格

を股定いたします。詳しい内容はお問い合わせください。

凶
年
ぶ
り
プ
ラ
ス
改
定

急
性
期
入
院
医
療
に
重
点
配
分

平
成
包
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
内
容
が
決
定
し
た
。
申
央
笠
宮
保
険
医
療
協
織
会

(遠
藤
久
夫
会
長
)
は
ロ
自
に
総
会
を
開

き
、
具
体
的
な
点
数
を
盛
り
込
ん
だ
改
正
案
を
了
承
す
る
旨
の
答
申
を
ま
と
め
、
長
室
昭
厚
労
相
あ
て
鑓
出
、
と
れ
に
よ
り
一新

点
数
裂
が
確
定
、

4
周
1
日
か
ら
実
施
に
移
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
。
薬
価

・
材
料
価
格
を

i
・
初
物
引
き
下
げ
る
一
方
、
診

療
報
酬
本
体
部
分
は
1
・
宙
物
ア
ッ
プ
、
全
体
と
し
て

0
・
M
物
と
小
幅
な
が
ら
実
に

m年
ぶ
り
の
実
質
プ
ラ
ス
改
定
と
な

る
。
医
科
の
急
性
期
入
院
へ
の

4
千
億
円
回
分
な
ど
地
域
医
療
の
再
生
が
最
大
の
眼
目
と
な
る
。

(
2面
に
関
連
盟
車
、

4
3
7面
に
答
申
の
概
要
)

長
妻
厚
労
相
も
出
席

答
申
は
委
員
の
思
い
の
集
大
成

' 



(2) 

プ

ラ

ス

改

定

評
髄
し
た
い
が

期
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診擁側会見

と
は
違
う

現
場
で
の
変
化
も
課

声
明
〈
中
央
社
会
保
麟
問
題
瀦

協
議
会
で
の
平
成
盟
年
醸

欝
嬢
報
麟
改
定
を
終
え
て
〉

中
監
協

2
号
開
(
診
療
側
)
委
員

N EWS) 翻蹴鞠闘機織=.::'1:.由民 (J.H.A.

平
成
幻
年
2
月
四
日

声
明

ー
中
央
社
会
保
検
臨
機
協
議
会

で
の
平
成
辺
年
慶
診
概
報
酬
改

定
を
終
『
え
て
i

中
央
社
会
保
険
匪
療
協
議
会

2
号
側
(
吟
援
慰
霊
興
安

達
秀
樹
、
一
組
中
山
孝
正
、
鈴
木
邦

彦
、
間
漂
箆
俊
、
盤
見
公
雄
、

渡
辺
一
一
一
雄
、
一
一
一
浦
洋
嗣
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第 815号 L第三穆郵便物認可ノ

2
0
1
0年
度
診
療
報
酬
改
定

は
、
診
療
報
酬
金
体
で

0
・
印
私
W

(
改
定
財
源
か
ら
外
さ
れ
た
「
後
発

薬
品
の
あ
る
先
発
薬
品
の
追
加
山
引
き

下
げ
」

6
0
0億
円
を
計
算
に
入
れ

る
と
実
関
僅
か
0
・

m物
)
、
医
科

本
体
で
は
1
・
九
婦
の
プ
ラ
ス
改
定

と
決
ま
り
ま
し
た
。
民
主
党
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
で
、
総
医
麟
間
関
を
対
G
D

P
比
で
O
E
C
D先
進
諸
酪
平
均
ま

で
山
引
き
上
げ
る
こ
と
を
う
た
っ
て
お

り
、
も
っ
と
大
崎
な
プ
ラ
ス
改
定
を

期
待
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
数

値
に
は
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。

「
は
じ
め
に
」

今
回
の
中
央
社
会
保
険
軍
機

協
議
会
(
中
堅
協
)
は
、

9
月

に
政
権
史
代
が
あ
り
、
本
格
的

議
論
の
開
始
が
約
1
ヶ
月
遅
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
締
間
が

限
ら
れ
た
中
で
、
原
生
労
働
省

の
外
口
保
険
局
長
、
佐
藤
臨
療

課
長
を
は
じ
め
、
日
夜
の
事
務

業
務
に
携
わ
れ
た
厚
労
歯
職
員

た
だ
昨
年
の
事
業
仕
分
け
後
、
現

在
の
経
済
情
勢
、
財
政
状
椀
を
椴
拠

に
、
財
務
省
は
全
体
で
3
婦
の
マ
イ

ナ
ス
改
定
を
強
く
主
彊
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
こ
の
数
鰭
で
も
納
得
す
る

し
か
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今

ま
で
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
の
流
れ
が
止

す
が
、
崩
壊
の
般
機
に
瀕
し
て
い
る

救
急
、
周
藤
期
医
療
な
ど
の
急
性
期

の
入
焼
臨
蹴
へ
の
評
価
を
醇
く
す
る

ζ
と
を
強
く
盟
み
ま
す
。

今
回
の
改
定
の
基
本
方
針
は
、
急

性
期
の
病
焼
医
療
を
評
価
す
る
た
め

重
点
課
題
も
、

(1)
救
急
、
藤
科
、

2
0
1
0年
度
診

ま
っ
た
ζ
と
を
紫
蘭
に
醤
び
、
民
主

党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
4
年
か
け
て

実
現
さ
れ
る
も
の
と
信
じ
て
、
次
期

2
0
1
2年
度
の
診
機
報
酬
、
介
護

報
酬
の
問
時
改
定
に
希
盟
を
つ
な
ぎ

た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
中
匪
協

で
異
体
的
な
改
定
内
容
を
協
議
中
で

小
児
科
、
外
科
等
の
臨
療
の
再
建
、

(2)
病
院
勤
務
臨
の
負
担
軽
減
の

2
点
で
、
前
回
2
0
0
8年
改
症
と

金
く
同
じ
で
す
。

前
回
は
、
臨
科
本
体
が
0
・
位
婦

と
ご
く
僅
か
な
プ
ラ
ス
改
定
で
し
か

な
か
っ
た
せ
い
か
、
中
医
協
の
医
機

を
社
会
的
共
通
関
本
と
し
て
と

ら
え
、
鹿
糠
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
識
論
し
、
健
全
な
霊
療

体
制
を
構
築
、
育
成
す
る
こ
と

が
、
現
在
の
臨
棟
崩
壊
や
今
後

さ
ら
に
瀧
行
ず
る
医
療
崩
壊
を

止
め
る
。
(
溜
料
1
、
2
H略
)

2.
正
し
い
情
報
に
基
づ
く

診
療
報
酬
の
決
定
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
。
医
療
情
報
に
閲
す

る
実
態
調
査
を
原
生
労
働
省
が

行
う
の
で
は
な
く
、
公
平
・
中

立
な
縮
織
で
行
う
。
そ
の
際
、

医
般
の
現
場
を
よ
く
理
解
し
て

い
る
人
お
よ
び
統
計
調
査
・
分

析
に
詳
し
い
人
が
そ
の
調
査
に

加
わ
る
。
(
潔
料
3
、
4
H略
)

3.
医
療
に
か
か
る
環
瀬
を

ソ
フ
ト
(
入
、
知
識
、
技
術
)
、

ハ
ー
ド
(
物
)
の
両
一
郎
か
ら
計

算
し
、
現
実
に
か
か
っ
て
い
る

資
源
と
の
曜
離
を
算
出
す
る
。

そ
の
際
の
ソ
フ
ト
は
単
な
る
人

件
関
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て

の
専
門
家
の
技
術
料
を
も
勘
案

す
る
。
そ
の
上
で
、
ソ
フ
ト
聞

で
の
技
術
料
の
概
念
を
中
医
協

に
噂
入
す
る
(
再
診
料
の
識
論

経
済
実
態
調
査
で
、
般
病
焼
の
損

磁
差
額
が
平
成
四
年
度
A
5
・
5
悌

か
ら
平
成
初
年
度
は

&
6
・
0
婦

に、

D
P
C病
院
は
A
1
・
5
婦
か

ら
ぬ
5
・
2
物
と
経
営
内
容
は
一
一
魁

悪
化
し
、
初
期
救
盤
底
療
を
行
う
偶

院
も
一
気
に
4
欝
減
少
す
る
な
ど
、

改
定

そ
の
基
本
方
針
は
全
く
実
現
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

今
留
は
、
医
科
本
体
が
1
・
叫
偽

プ
ラ
ス
改
定
で
(
入
院
は

3
・

m

場
)
と
前
部
よ
り
は
鵠
い
数
値
な
の

で
多
少
は
期
待
が
持
て
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
急
性
期
病
院
が

は
ま
さ
に
こ
の
間
顕
で
あ

る)。4.
陛
療
人
の
み
な
ら
ず
製

薬
企
業
、
臨
機
機
器
会
社
等
も

含
め
た
す
べ
て
の
匪
顧
問
傑
者

は
、
各
自
の
利
益
の
み
に
走
ら

ず
、
国
民
の
医
療
を
守
る
診
療

報
酬
間
決
定
を
心
が
け
る
。

5.
畠
本
の
盟
蝦
で
の
ソ
フ

ト
(
医
師
の
外
科
技
術
等
)
の

レ
ベ
ル
は
世
界
一
で
あ
る
の

で
、
ハ
ー
ド
簡
で
も
涯
薬
品
、

医
療
機
器
の
開
錨
に
国
家
を
挙

げ
て
取
り
組
め
る
診
療
報
酬
体

系
を
設
計
す
る
。

6.
悶
器
、
つ
ま
り
患
者
さ

ん
の
僅
療
は
、
大
学
を
含
め
た

特
定
機
能
病
院
や
地
域
の
中
核

的
鯖
院
か
ら
、
地
域
の
病
院
、

個
人
診
療
所
、
在
宅
謹
癒
・
審

議
、
さ
ら
に
在
宅
介
諮
へ
と
一

つ
の
流
れ
、
商
科
匿
療
を
支
え

る
爾
科
診
療
所
へ
の
流
れ
、
さ

ら
に
諜
聞
の
支
え
で
完
成
す
る

の
で
、
震
搬
は
一
つ
の
セ
ッ
ト

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か

が
崩
壊
し
て
も
僅
療
全
体
が
崩

壊
す
る
ζ
と
を
念
頭
に
潤
い
て

そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、

後
方
支
援
と
な
る
慢
性
期
病
院
や
診

療
所
の
経
営
も
安
定
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
乙
の
僅
か
な
プ
ラ
ス
設

定
で
ど
こ
ま
で
そ
れ
が
担
保
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
舟
屈
の
政
定
で
足

り
な
い
部
分
は
、
是
非
補
助
金
を
増

や
す
な
ど
の
政
策
を
実
行
し
て
商
い

た
い
も
の
で
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
今
回
の
改
正
こ
そ

は
、
医
師
以
外
に
も
看
護
師
、
薬
剤

師
、
技
師
な
ど
多
く
の
専
門
職
種
が

大
勢
働
ぎ
、
多
額
の
人
件
関
を
要
す

る
現
在
の
入
院
陸
織
を
評
価
す
る
た

め
に
、
入
院
基
本
料
の
増
額
を
実
現

し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

ま
た
前
回
、
総
合
的
か
つ
噂
門
的

な
入
院
医
療
を
い
つ
で
も
提
供
で
き

る
体
制
を
有
す
る
施
設
を
評
価
す
る

簡
の
「
入
院
時
医
学
管
理
加
算
」

診
療
報
酬
を
決
め
る
。
(
溜
料

5
行
路
)

7.
以
上
の
問
題
が
、
従
来

の
中
盤
協
で
解
決
で
き
な
か
っ

た
大
き
な
要
因
は
、
先
進
国

(
O
E
C
D
)
加
盟
加
ヵ
国
で

幻
位
と
い
う
低
い
底
牒
関
お
よ

び
部
位
と
い
う
少
な
い
医
師
数

を
国
民
に
伝
達
し
て
こ
な
か
っ

た
す
べ
て
の
関
保
者
の
盤
任
で

機 l 略す者i額 iる 情 あ
のフ最'-' 0 の!と;。報り
崩テ後 議人i医|結を
壊 イ に 窓的IMiI埼伝罰
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医
師
犠
務

補
助
加
算

点
数
上
げ
、
要
件
緩
和

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
で

は
、
外
保
連
試
薬
を
話
用
、
病

院
の
手
術
を
機
先
す
る
形
で
外

科
系
の
手
術
料
を
相
当
程
度
引

き
上
げ
、
特
に
D
難
度
・

E
難

度
は
m出
品
W

増
、
叩
悌
増
の
許
個

を
行
な
う
。

勤
務
窓
の
負
担
…
軽
減
世
帯
で

は
、
一
般
病
棟
入
説
基
本
料
の

け
昨
日
以
内
の
加
算
は
1
日
4
2

8
点
か
4
5
0点
と
位
点
引
き

上
げ
る
。

γ対
1
、
叩
対
1
で

月
平
均
夜
勤
冗
時
間
間
以
内
の
聾

で
、
あ
と
か
ら
色
々
四
百
件
を
つ
け

て
、
多
く
の
急
性
期
病
院
が
そ
の
取

得
を
盟
難
に
し
て
、
本
来
の
趣
旨
か

ら
崩
れ
た
よ
う
な
ζ
と
は
や
っ
て
欲

し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
し
て
も
次
期
改
定
に
よ
り

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
実
現
し
て
麗
う
た

め
に
は
、
将
来
を
見
据
え
た
財
源
確

保
が
不
可
欠
で
、
調
ら
か
の
負
拙
一
増

は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

国
民
に
、
自
分
た
ち
の
健
康
を
守
る

た
め
に
、
現
在
の
病
院
患
療
が
い
か

に
お
金
が
掛
か
る
も
の
か
を
理
解
し

て
璃
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
点
に
関
し
て
、
今
後
わ
れ
わ
れ
病

院
間
体
は
日
本
陸
棚
金
と
も
歩
を
揃

え
て
盟
国
へ
の
広
報
を
強
め
て
い
く

べ
き
と
考
え
ま
す
。

村

上

信

乃

ま
た
、

3
度
目
の
答
申
に
携

わ
っ
た
錦
見
公
雄
委
員
(
全
国

公
私
病
院
連
盟
副
会
居
間
)
は
、

月
に
1
回
程
度
し
か
開
催
さ
れ

な
い
社
会
保
障
欝
議
会

(
2部

会
)
が
大
き
な
医
織
政
策
(
紗

中
医
協
の
診
療
側
は
ロ
目
、
か
、

γ護
買
が
改
定
を
終
え
て
ラ
ス
改
定
は
評
価
し
た
い
が
、
機
報
醗
改
定
の
基
本
方
針
)
を

答
申
後
直
ち
に
記
者
全
見
を
行
の
毘
解
や
感
想
を
述
べ
た
。
我
々
の
期
待
と
は
適
当
つ
。
今
剖
中
医
協
よ
り
先
に
決
め
て
し
ま

い
、
幻
年
度
診
療
報
酬
改
定
に

2
度
目
の
答
申
に
臨
ん
だ
簡
の
改
定
で
ど
う
現
場
が
変
わ
る
う
こ
と
に
対
し
て
「
機
能
し
て

対
す
る
「
声
明
」
を
発
表
、
中
揮
蕗
俊
一
喪
輿
(
全
日
本
病
続
協
の
か
と
い
う
課
題
が
残
る
し
、
い
な
い
し
、
逆
だ
と
思
う
」
と

臨
協
の
改
定
に
も
言
及
し
た
ほ
会
会
盤
)
は
「
凶
年
ぶ
り
の
ブ
検
証
が
必
要
」
と
述
べ
た
。
問
調
視
し
た
。

に
慰
労
を
送
り
ま
す
。
ま
た
、
名
は
、
属
国
の
陸
獄
中
佐
守
っ
て

中
盤
協
遠
藤
会
長
に
は
、
勉
時
ぎ
た
現
場
か
ら
の
実
織
と
、
盟

憎
か
つ
集
中
的
な
議
論
の
中
田
の
視
点
か
ら
中
医
協
の
よ
り

で
、
多
く
の
意
見
を
取
り
入
鹿
い
発
展
と
今
後
の
百
本
の
臨

れ
、
取
り
ま
と
め
に
地
一
た
ら
れ
療
を
よ
り
盟
く
す
る
目
的
で
、

た
御
苦
労
に
感
謝
い
た
し
ま
こ
こ
に
以
下
の
7
現
呂
か
ら
成

す
。
さ
ら
に
、
公
益
側
、

1
号
る
声
明
文
を
公
翠
し
、
今
後
の

側
一
査
員
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
中
盤
舗
を
改
革
す
る
こ
と
を
決

聯
門
護
異
に
お
か
れ
ま
し
て
撞
い
た
し
ま
す
。

も
、
輿
剣
に
自
本
の
医
療
を
毘

1.
国
民
お
よ
び
臨
師
、
歯

く
し
よ
う
と
の
観
点
か
ら
の
御
科
罷
師
、
架
部
師
、
雷
趨
師
、

態
見
に
敬
意
を
翠
し
ま
す
。
診
療
放
射
線
技
師
、
理
学
・
作

し
か
し
、
護
費
大
臣
は
じ
め
業
・
一
吉
語
療
法
士
、
臨
床
検
査

担
当
の
足
立
政
務
密
か
ら
、
技
師
、
栄
盤
士
、
ソ
I
シ
ャ
ル

「
指
名
」
と
「
使
命
」
を
受
け
ワ
l
カ
ー
な
ど
、
思
瞭
に
携
わ

た
新
委
員
を
加
え
た
診
療
側
7

る
す
べ
て
の
医
療
人
が
、
罷
療

件
の
み
を
満
た
せ
な
い
場
合
の

特
別
入
腕
基
本
料
(
却
場
減
、

3
ヵ
月
を
程
度
に
算
定
可
)
も

設
定
す
る
。
準

γ
対

1
は
鹿

止
、
団
対
1
は
1
日
9
5
4点

師
数
抑
制
政
策
が
元
憾
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
を
解
決
す
る
慰

糠
の
識
論
が
必
要
で
あ
り
、
国

民
が
納
得
す
る
情
報
を
獲
得
で

き
る
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ス
醍
定
が
続
き

疲
弊
し
た
診
煉
報
酬
を
数
年
ぶ

り
に
多
少
で
も
プ
ラ
ス
改
定
と

し
た
長
華
大
臣
、
担
当
の
足
立

政
務
宮
に
感
謝
す
る
。

か
ら
9
3
4点
に
下
げ
る
。

7
対
1
、
山
対
1
の
審
櫨
補

助
者
の
配
鰹
も
評
価
、
急
性
期

着
畿
補
助
体
制
加
鱒
1
(
1日

1
2
0点
。
印
対
1
)、
間
1

(
1日
加
点
。
句
対
I
)
を
新

設
す
る
。

チ
ー
ム
臨
療
の
評
価
で
は
、

潤
1
出
算
定
の
栄
養
サ
ポ
ー
ト

再
診
料
を
州
問
点
で
統
一

公
益
制
調
整
し
粛
競
nu
点
上
げ

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
を
め

ぐ
り
最
後
ま
で
調
盤
の
つ
か
な

か
っ
た
外
来
管
理
加
鐸
の
要
件

の
見
直
し
と
再
診
料
の
病
診
統

一
の
閤
閣
に
つ
い
て
、
目
白
の

中
医
協
で
公
盤
側
の
裁
定
に
よ

る
調
盤
撰
が
提
示
さ
れ
、
各
側

が
見
直
し
を
受
け
入
れ
た
た
め

最
終
決
着
し
た
。
一
再
診
料
は
診

療
所
を
2
点
下
げ
る
一
方
、
病

院

(
2
0
0床
土
木
満
)
を
9
点

上
げ
、

ω点
で
統
一
さ
れ
る
と

と
に
な
っ
た
。

外
来
の
プ
ラ
ス
取
定
慰
糠
は

0
・
出
品
W

(

約
4
0
0億
円
)

と
少
な
く
、
小
児
教
急
外
来
や

在
宅
医
療
、
訪
問
看
趨
な
ど
盟

点
課
題
へ
の
鰹
先
配
分
が
求
め

ら
れ
る
中
で
、
支
払
艇
は
再
診

料
に
つ
い
て
診
獄
所
の
点
数
を

下
げ
る
形
で
の
統
一
を
強
く
主

強
、
診
麟
側
は
最
低
で
も
診
療

所
の
点
数
を
据
え
樫
く
水
準
で

の
統
一
を
最
後
ま
で
求
め
た
た

め
、
議
論
は
平
行
線
を
た
ど

り
、
公
話
側
に
調
整
が
一
任
さ

れ
て
い
た
。

公
議
側
の
裁
定
案
は
、
外
来

の
璽
点
課
題
に
財
源
を
機
先
的

に
配
分
す
る
こ
と
、
外
来
館
璃

加
算
の
見
蘭
し
に
関
し
て
は

「
外
来
管
理
加
算
の
算
定
要
件

に
お
け
る
時
閣
の
自
費
(
い
わ

ゆ
る
5
分
ル
1
ル
)
に
つ
い
て

は
擁
止
す
る
。
一
方
、
こ
の
ル

ー
ル
が
設
け
ら
れ
た
趣
笛
で
あ

る
司
懇
切
丁
寧
な
説
明
に
対
す

る
評
価
巳
を
よ
り
明
確
化
す
る

観
点
か
ら
、
間
途
喪
件
を
追
加

す
る
。
上
記
の
要
件
の
見
顧
し

を
行
う
こ
と
、
及
び
次
期
改
定

に
お
い
て
一
階
診
料
と
の
関
係
も

合
め
、
本
加
鱒
の
あ
り
ガ
を
検

討
す
る
ζ
と
を
前
提
に
、
現
行

の
点
数
(
臼
点
)
は
据
え
樫
く
」

と
い
う
も
の
。
懇
切
了
壊
な
説

明
は
喪
件
と
し
て
残
し
、
簡
単

な
症
状
の
磁
認
の
み
で
継
続
処

方
を
行
な
っ
た
場
合
(
い
わ
ゆ

る
お
薬
受
診
)
は
算
定
不
可
と

チ
ー
ム
加
算
2
0
0点
、
時
殴

ケ
ア
チ
l
ム
加
算
1
5
0点
を

新
設
。盟

師
事
務
作
業
補
助
体
制
加

算
(
入
院
初
日
)
は
、
日
対
1

(
8
1
0点
)
、
初
対
1
(
6
1

0
点
)
を
新
設
、
お
対
ー
か
ら

1
0
0対
1
の
4
底
分
の
評
倒

を
山
引
き
上
げ
る
ほ
か
、
要
件
の

緩
和
も
行
な
う
。

そ
の
他
、
が
ん
診
療
連
携
拠

点
病
践
の
評
価
も
閉
立
つ
。
地

域
連
携
パ
ス
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
i
シ
ョ
ン
の

評
価
も
新
設
さ
れ
る
。

D
P
C対
象
病
院
へ
の
新
た

な
機
能
評
価
係
数
の
鞠
入
、
療

議
病
棟
入
院
基
本
料
の
再
繍
成

も
行
な
わ
れ
る
。

す
る
。ま

た
、
再
静
料
に
関
し
て
は

「
患
者
の
納
得
、
分
か
り
ゃ
す

さ
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま

で
も
病
院
と
診
機
所
の
初
診
料

の
統
一
を
行
っ
て
き
た
が
、
今

岡
一
向
診
料
に
つ
い
て
も
病
診
の

統
一
を
行
う
。
具
体
的
な
水
準

に
つ
い
て
は
、
財
糠
制
約
の
下

で
診
燦
所
の
再
静
料
を
一
定
程

震
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
対
応
せ

ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
の
一
方

で
再
静
料
は
診
療
所
に
と
っ
て

は
校
入
の
1
割
を
出
め
る
基
本

的
な
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る

こ
と
等
も
埼
麟
し
、

ω点
で
統

一
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た。
同
時
に
、
診
療
所
の
再
診
料

引
き
下
げ
を
補
う
た
め
、
一
階
珍

料
の
加
算
と
し
て
、
①
腕
細
欝

発
行
体
制
等
加
算
(
現
行
岡
崎
子

化
加
揮
を
焼
止
す
る
形
で
診
機

所
を
対
象
に
新
設
。
ー
点
)
②

地
域
医
額
賀
献
加
算
(
休
日
・

夜
間
に
患
者
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
や
受
診
等
に
対
応
す
る
場
合

の
評
価
。

3
点
)
lを
新
設
す

る
こ
と
に
し
た
。



私
的
中
小
病
院
、
勤
務
調
整
臨
難
も

第三種郵便物認可〉第815号
(昭和僻2月叩

夜
勤
花

四
病
腕
団
体
協
識
金
は
、

「
着
盤
職
員
の
月
平
均
夜
勤

η

時
期
規
制
」
に
つ
い
て
宥
畿
管

理
者
を
対
象
に
緊
急
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
、
語
趨
師
不
足

の
中
で
、
夜
勤
状
況
の
厳
し

さ
、
毎
月
の
夜
勤
調
盤
の
盟
難

さ
、
医
療
安
全
上
の
危
慢
、
な

ど
を
7
割
が
訴
え
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
緊
急
調
査
な
が

ら、

4
9
6病
蹴
の
う
ち
4
1

1
病
院
が
掴
笛
(
閉
答
率
的
ω
・

9
必
)
、
同
規
制
に
対
す
る
危

機
感
が
淳
き
彫
り
に
な
っ
た
。

〈
者
諮
師
の
充
足
度
〉
は
、

1
・
8
物
が
不
足
と
回
答
。
ま

た
〈
看
護
師
求
人
の
皮
応
〉
の

悪
さ
を
位
・

9
婦
が
感
じ
、
充
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規
朝
関
に
危

四病協欝査

中
程
協
で
西
標
箆
俊
一
謹
輿
(
診

療
側
、
金
日
本
病
院
協
会
会

長
)
は
今
回
の
調
査
結
果
を
提

示
。
規
制
を
満
た
せ
な
い
場

合
、
入
院
基
本
料
の
大
崎
ダ
ウ

ン
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
現
行
の

仕
組
み
に
対
し
、

7
対
1
お
よ

び
間
対
1
入
院
基
本
料
に
桝
限
定

し
て
緩
や
か
な
減
算
措
闘
を
1

ヵ
月
分
認
め
る
一
慰
労
省
案
の
拡

大
を
求
め
た
。

診
療
報
醐
改
定
説
明
会

け
、
申
込
・
支
払
方
法
も
両
会

場
で
は
興
な
る
の
で
注
意
が
必

要
。
窓
間
四
は
そ
れ
ぞ
れ

3
千

名
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

ら
れ
る
。

開
催
要
領
は
次
の
と
お
り
。

〔
東
京
会
場
〕

wv
主
催
日
付
金
田
公
私
病
師
連

盟
(
共
鑑
・
日
本
病
院
会
)

wv
日
時
日
3
月
間
呂
(
水
)

午
後
1
時
3
4時
加
分
(
受
付

開
始
・
同
開
場
は
午
前
日
時
泊
分

か
ら
)
。

wv
会
場
日
東
京
臨
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
ホ
ー
ル
A
」
(
一
東
京
都

千
代
田
思
丸
の
内
3
1
5
1

1
)
o
 v参

加
関
口
付
金
属
病
院
1
人

8
千
円
、
非
合
輿
病
院
l
人
1

万
円
。
ム
罫
加
離
は
自
謹
紙
本

「
点
数
表
取
正
点
の
解
説
(
密

科
・
調
剤
)
」
の
代
金
も
含
む
。

た
だ
し
、

D
P
C関
連
の
溜
料

は
合
ま
な
い
。
「
ゅ
う
ち
ょ
銀

行
振
替
」
で
の
事
前
振
込
み

と
な
る
。

V
申
込
方
法
日
所
定
の
拳
加

申
込
謹
に
よ
り
2
月
沼
田
(
金
)

ま
で
に
全
国
公
私
病
院
連
盟
事

務
局
ま
で
F
A
X
(
0
3
1
3

4
0
2
1
4
3
8
9
)
で
申
し

込
む
。
受
付
後
、
送
儒
者
に
膿

込
用
紙
・
受
講
襲
等
を
郵
送
す

る
。
問
い
合
わ
せ
は
同
連
盟
事

務
局
(
趨
話
0
3
1
3
4
0
2

1
3
8
9
1
)
ま
で
。

{
神
一
同
会
場
}

西
能
代
議
員

が
逝
去

日
本
病
院
会
の
西
能
紘
代
議

員
(
臨
療
法
人
財
団
五
省
会
理

事
長
、
簡
山
)
が
1
月
ロ
日
午

後
5
時
8
分
、
逝
去
さ
れ
た
。

船
歳
。
商
能
家
と
五
曾
会
に
よ

る
合
間
葬
は
す
で
に
執
り
持
わ

wv
主
催
日
日
本
病
院
会
(
共

催
・
全
盟
公
私
鵜
院
連
盟
、
後

擁
・
兵
庫
県
病
腕
協
会
、
兵
庫

県
民
闘
病
院
協
会
)

wv
日
時
打
3
月
日
日
(
月
)

午
後
1
輔
ら

4
持
加
分
(
受
付

開
始
・
潤
場
は
午
前
日
時
部
分

か
ら
)
。

wv
会
場
日
神
戸
国
際
展
示
場

「
一
一
口
可
館
」
(
神
戸
市
中
央
区

潜
島
中
町
6
1
1
1
1
1
)

V
審
加
麗

1
金
毘
病
院
1
人

8
千
円
、
非
会
員
病
院
1
人
1

れ
た
。
犠
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

佐
々
元
全
日
病

会
長
が
逝
去

全
自
本
病
院
協
会
の
佐
々
英

連
名
讃
会
畏
(
前
特
別
医
療
法

入
社
団
時
正
金
佐
々
総
命
病
院

理
事
展
)
が
、

2
月
3
日
午
後

万
円
。
支
払
は
当
日
会
場
受
付

で。
V
申
込
方
法
H
所
定
の
参
加

申
込
欝
に
よ
り
3
月
8
日
(
月
)

ま
で
に
臼
本
病
院
会
事
務
聞
に

F
A
X
(
0
3
1
3
2
3
8
1
 

6
7
8
8
)
も
し
く
は
日
病
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
し
込
む
。
申

し
込
み
後
、

3
日
宇
佐
経
て
も
返

信
が
な
い
場
合
は
連
絡
願
い
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
は
日
病
事
務

局
(
南
詔
0
3
1
3
2
6
5
1

0
0
7
7
)
ま
で
。

2
時
日
分
に
逝
去
さ
れ
た
。
初

歳
。
佐
々
氏
は
、
全
日
病
金
庫

と
し
て
平
成
日
年
か
ら
同
年
ま

で
4
期
8
年
四
回
就
任
し
、
四
病

鶴
田
体
協
識
金
、
呂
本
病
院
団

体
協
議
会
な
ど
を
通
じ
て
日
本

病
脱
会
と
連
携
し
病
院
医
般
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。

慎
ん
で
己
其
稽
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

間
競
協
欝
謹
で

緊
急
保
証
適
毘
に

信
用
保
証
協
会

四
病
院
団
体
協
議
会
が
経
済

躍
業
省
に
饗
望
し
て
い
た
借
用

保
証
協
金
に
よ
る
「
緊
急
保
証

制
度
」
の
臨
療
機
関
へ
の
適
用

が
実
現
し
た
。
持
制
度
は
、
平

成
幻
年
度
第
2
次
補
正
予
算
成

立
を
受
け
、
新
た
に
「
畳
一
一
問
対

応
緊
急
保
証
制
度
」
と
し
て
一
再

編
・
拡
充
、
従
来
適
用
が
除
外

さ
れ
て
い
た
思
澱
業
も
適
用
対

象
と
な
っ
た
。
金
融
機
関
か
ら

の
融
関
を
受
け
る
際
に
、
舘
用

保
証
協
会
が
一
般
保
証
と
は
別

枠
で
、
特
例
保
証
(
別
枠
保
証
)

を
行
う
も
の
。

「
損
気
対
応
探
急
保
証
制

度
」
に
盛
ら
れ
た
特
例
保
証
枠

は
、
無
担
保
8
千
万
円
(
鰐
用

力
の
一
闘
い
事
業
者
に
は
無
担

保
・
無
保
証
人
紳
1
2
5
0万

円
の
上
乗
せ
が
可
能
)
と
担
保

有
の
2
億
円
。
一
般
保
証
枠
と

間
額
が
設
恕
さ
れ
た
。
保
証
料

率
も
1
・部品
W

(
普
通
保
証
の

平
均
)
か
わ

0
・
8
婦
に
軽

減
。
平
成
お
年
3
月
ま
で
の
期

限
で
設
け
ら
れ
て
い
る
。

特
例
保
証
を
受
け
る
に
は
、

最
涯
3
ヵ
月
間
の
月
平
均
売
上

高
が
前
年
同
期
の
月
平
均
苑
上

高
に
比
し
て
3
必
以
上
減
少
し

て
い
る
な
ど
数
種
類
の
ケ
1
ス

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ

と。
今
回
の
「
圃
皿
銀
対
応
際
議
保

証
制
度
」
は
、
旧
制
度
の
期
限

と
な
る
今
年
3
月
を
前
倒
し
し

て
2
月
日
自
か
ら
運
用
を
間
開

始
。
事
業
規
模
も
却
兆
円
か
ら

部
兆
円
に
追
加
枠
拡
大
を
図
っ

た
。
都
道
関
照
の
億
用
保
証
協

会
で
受
け
付
け
る
ほ
か
、
全
国

約
9
0
0の
緊
急
相
談
窓
口
を

設
け
て
い
る
。

足
は
罰
難
と
し
て
い
る
。
夜
勤

間
同
時
間
規
制
に
よ
り
円
・
-
瓜
怖

が
〈
毎
月
行
う
夜
勤

η時
間
の

勤
務
調
盤
〉
を
層
難
と
回
答
。

特
に
私
的
の
2
0
0床
来
満
の

満
焼
に
多
か
っ
た
。

〈
規
制
後
の
夜
勤
状
混
〉
も

札
・
ー
φ
が
戯
し
く
な
っ
た
と

し
、
病
床
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど

苦
労
し
て
い
る
状
祝
だ
。
ま
た

札・

5
4
wが
〈
医
療
安
全
へ
の

樺
年
〉
に
逆
効
果
ま
た
は
効
果

な
し
と
回
答
し
て
い
る
。

今
後
の
雷
盤
基
準
に
つ
い
て

は
(
複
数
回
答
)
、
「
柔
軟
な
勤

務
体
系
が
盟
ま
し
い
」
(
ね
・

5

場
)
、
「
現
行
よ
り
緩
や
か
な
規

制
が
盟
ま
し
い
」
(
位
・

8
物
)

記
念
病
院

《
山
形
》
マ
小
田
謹
靖
〈
都
道

府
県
〉
山
形
県
立
中
央
病
腕
マ

仁
科
盛
之
〈
公
益
法
人
〉
=
一
友

裳
満
院

《
福
島
》
マ
前
原
和
平
〈
観
生

連
〉
白
河
原
生
総
合
病
院
マ
本

田
雅
人
〈
公
話
法
人
〉
竹
田
綜

合
病
焼

《
茨
城

Z
V水
井
秀
雄
〈
都
道

府
県
〉
茨
城
県
立
中
央
病
院
マ

岡
裕
爾
〈
会
社
〉
自
立
総
合
病

院

γ水
井
閥
次
〈
会
社
〉
水
一
四

総
合
病
院

《
栃
木
ご
〉
宮
原
保
之
〈
日
赤
〉

大
田
腰
掛
十
字
病
院
マ
島
田
和

幸
〈
学
校
法
人
〉
自
治
陸
科
大

学
附
属
病
院

《
群
馬
》
マ
柴
山
勝
太
郎
〈
市

町
村
〉
公
立
富
陪
総
合
病
院
マ

山
崎
轡
〈
医
療
法
人
〉
サ
ン
ピ

エ
ー
ル
病
院

《
埼
玉
》

V
縮
田
洋
一
郎
〈
全

社
連
〉
埼
玉
社
会
保
険
病
院
マ

な
ど
緩
和
を
求
め
る
声
が
大
き

L
V
 夜

勤
m
M
時
間
規
制
は
、
四
病

協
と
自
病
協
が
平
成
幻
年
度
診

療
報
醗
改
定
で
弾
力
的
な
運
用

を
求
め
て
い
る
。
ー
月
却
自
の

3
月

刊

日

・

東

京

、

回

目

・

神

戸

で

自
本
病
院
舎
は
全
国
公
私
病

院
連
盟
(
竹
内
正
也
会
長
)
と

共
催
で
「
診
療
報
醗
点
数
義
説

明
会
」
を
3
月
叩
自
・
東
京
、

日
臼
・
神
戸
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催

す
る
。
平
成
泣
年
4
月
か
ら
実

米
踊
秀
夫
〈
睦
療
法
人
〉
秀
和

綜
合
病
腕
マ
小
島
武
〈
臨
療
法

人
〉
堀
ノ
内
病
院

《
千
葉
》
マ
小
林
繁
樹
〈
都
道

府
県
〉
千
葉
県
救
急
産
機
セ
ン

タ
ー

v加
藤
誠
〈
日
赤
〉
成
田

赤
十
字
病
院
マ
花
岡
和
明
〈
医

療
法
人
〉
井
上
記
念
病
院
マ
亀

田
信
介
〈
罷
瞭
法
人
〉
縄
田
総

施
さ
れ
る
改
中
止
の
概
要
に
つ
い

て
、
開
閉
生
労
働
省
保
険
局
睦
療

課
担
罰
慢
が
説
明
す
る
。
申
し

込
に
つ
い
て
は
、
東
京
会
場
は

金
問
公
私
病
院
連
盟
、
神
戸
会

場
は
日
本
病
院
会
が
受
け
付

陵
病
院

《
神
茶
川
中
マ
別
所
陸

連
〉
伊
勢
原
協
同
同
病
院
マ
板
田

藤
儲
〈
全
社
連
〉
社
金
保
険
横

浜
中
央
病
腕
マ
小
林
崇
〈
医
療

法
人
〉
小
林
病
院
V
新
納
盤
奇
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(5 IIIIの続き) ンターフエロン治療に関する治療計画 を策定. 料及び精神科救鍛・合併症入院料の錦定につ

ピソテーションが提供された場合に 1単位とし: し、部作用等を愈めて患者に詳細な説 明を行: いて、医療観察法の入院処遇が終了した者の

て算定する。 った場合に鱒定する。 転院を受け入れた;競合の鐸定安認めるととも

(わがん患者に対してリハピリテーションを施設基準] に、当該月については措鏑入院等と|蒔様、入

行う際には、定期的な医師の喜多鎮結果に主義づ(1)噂門的な知識を持つ罷師による診断 及 : 院患者数の鍔定から除外して扱うこととす

き、鹿師、積諮師、理学織法士、作業糠措士、 : び治機ガ針の決定が行われていること。 る。

醤語翻錯士、社会椙祉士等の多職種 が 共 同 し て (2)インターフエロンなどの抗ウイルス瞭 3. 身体合併症の対応に模する評価

リハピリテーション計闘を作成すること。: 法 を 適 切 に 実 施 で き る こ と。: 精神焼患、自体疾患の双方について治般を符

(3)がんのリハビリテーションに従事する者: は 〉 肝 が ん の 高 危 険 群 の 同 定 と 早 期 診断を: った場合の評価である精神科身体合併癒管理加

は、椴極的にキャンサーボードに委参加すること: 適切に実施できること。: 興について、評価を引きょげる。

が盟ましい。 2. 肝炎インターフエロン治蹴連携加算の新設: 【精神科昼休合併鹿管理加鱒](1日につき〉

[対象患者] 肝炎インターフエロン治殿連携加算 : 現行 1 精神科蚊鯨入院料、精神科急性期

(1)食濯がん・締がん・縦|漏臨機・間がん、肝 50点(月 1回まで) (新) 治 機 病 棟 入 院 料 又 は 認 知 症 病 棟 入 院 料 を

臓 が ん、胆麟がん、勝織がん、大腸がんと診断[算定饗件] 算定している患者の場合 300点
され、当該入院中に閉鎖循環式蘇酔により手術: 肝炎治般の噂門鹿糠機関において策定され 2 精神病棟入院基本料ClO対し 15対
が施行された又は施行される予定の患者 : た治麟計画に基づいて、インターフエロン治1)、特定機能病腕入院盤本料 (7対 1、

(2)活がん、口腔がん、咽頭がん、喉顕がん、: 療を持い、副作用等を合めた治願状況につい 10対七日対 1 (精神病棟に限る。))を

その他顕部リンパ節郭摺を必要とするがんによ: て計臨鏑定医療機関に対する矯報提供を行つ: 算定している患者の場合 200点
り入院し 、 当 該 入 院 中 に 放 射 線 治 樹あるいは関: た;競合に算定する。 改正:【精神科身体合併症管理加算】

鎖循環式麻酔による手術が、施行された又は施行:<1-5 (充実が求められる領域/践の高い精神(1日につき) 350点
さ れ る予定の患者 : 科 睦 療 等 の 推 進 〉 ー ① >鋒定饗件]

(3)乳が ん に 対 し 、 服 繍 リ ン パ 鮪 郭稽を伴う:翻ヰ間$科題性期入続盤療に保る評価 : 精神科救急入続料、精神科設住期治機病棟入

悪性臆脇苧術が施行された文は施行さ れる 予定 1. 精神 科入 院謹 本料 の見 直し : 院料、認知症治般病棟入院料、総神病棟入院謹

の題審 (1)精神科病棟において、 15対 1を超えた手: 本料 00対 1、 13対 1、 15対1)文は特定機

(4)偶軟部臆勝又はがんの常転移によりき鵠該: 醇い審盤体制を提供している病棟について、 : 能病院入院謀本料〈γ対 l、 10対 1、 13対

入院中に患肢温存術又は切断術、創外罷定文は: 審 誕 配 鐙 区 分 の 評 価 を 新 設 す る と と も に、入: ト 15対 1 (精神病棟に限る。))を算定してい

ピン固定等の毘定術、化学療法もしくは放射線: 腕 患 者 の 露 症 躍 に 関 す る 謹 躍 を 斡 入 ずる。: る病棟であること。

治樹が施行された又は施行される予定の患者 : 精神病棟入院基本料13対 1入院器本料 : <1-5 (充興が求められる領域/蹴の高い精神

(5)原発性脳騒瀦文は転移性脳蹄麟 の 患 者 で 920点慌の :科僅療等の推進〉ー③>

出該入腕中に苧術又は放射線治療が施行された施設基準]麟精神 科噂門的入院医搬に係る評価

又は施行される予定の患者 : ①新規入院強者のうち、軍症者 (GAFスコ1.児童設・思春期脳神科入腕盤蹴管理加鱒

(6)血液騒溺により出該入続中に化学療法又: ァ30以下又は揖体合併症患者〉の翻合が4部: 発連陣留や思饗期うつ病など、児童・思轡期

は造血幹細蹄移植を行う予定又は行った患者 : 以上であることo の脳神疾患患者の治織を行う専門病棟について

(7)がん患者であって、当該入院中に骨髄抑: φ身体疾患への治療体艇を確保している臨澱: の評価を引き上げる。

制を来しうる化学療法を行う予定の患者又は行: 機関であること。 現行:【児童・思穫期精神入院属機管理加鍔]

った患者 @平均在焼尽数が、80日以内であること。(1自につき) 650点
(8)緩和ケア主体で治療を行っている瀧行が (2) 10糸口精神病棟入院基本料について、精: 改正:【開盤・思審期精神入院臨機管'理加算】

ん、来期がんの患替であって、症状増悪のため: 機 繍 機 闘 機 織 鰯 機 繍 機 欄 鰯 機 鰯 機 機 綴 鰯 鰯 機 織 機 織 鱗 線 機 鰯 鰯鰯鰯 (1日につき) 800点
一時的に入腕力搬を行

現行:[ニ類感染距患者瀦盤環境特別加算〕

1 1図盤加算 300点
設定:【二類感染癒患者療譲環境特別加算]

1 個蜜加算 300J設
2 除 圧室 加算 200点 慌の

現行の要件に、「嬬インフルエンザ (H5 
N 1)又は新型インフルエンザ等 感染症の患:

者 Jと儲霊祭のほかに「除正室に入院した者J

を加える。

< 1 -4  (充実が求められる領域/肝炎対策の推:

進) > 
機肝炎治燦の推進について

錦 1 基本的な辛考え方

肝炎のインターブエロン治般について、副作用:

の不安を解消するための群細な説明や、展期閣の:

趨 i境が必要な患者の釆IJ街性に配燃した毒事門臨とか:

かりつけ寝室との連携により治療を継続しやすくす:

る取組について、静蹴報酬上の評価を行う。

第 2 異体的な内窟

1.肝炎インターフエロン治樹計臨料の新設

肝炎 インターフエロン治機計翻料

700点(1人につき 1回) (新〉

[算定聾件]

肝炎治療の専門臣殿機関において、肝炎イ:
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(6菌からの続き〉 〔施設基準] 搬を行うとともに、計酪策定病院に対し、静般

<璽点課題2 2 (勤務窪負服軽減/陸部諜務の: ~院加算 1 還続調盤部門が「設関されてお: 情報そ提供した場合に鐸定する。

軽減に向けた取組の推進〉ー①>

翻病院勤務監の負担を軽減する体制の評価

り、退院調轄に践する経験を手ぎする噂従・専:<1-1 (充実が求められる舗域/がん臨般の推

任の審諮師又は社会構祉士が 1名以上配揮さ:進〉一③>

1.実際に病院勤務医の負担軽減及び処遇改麓:

につながるよう、今般新たに評価する項目につい:

れていること。:隣がん治癒及び了事な説明に対する評備の充実

主に惣性期患療を拙う病棟における退院調1.外来化学機法加算の評価の充興

て、病院勤務医の負招軽減及び処遇改醤に関する: 盤加算の新設 (1)外来化学療法加鐸の評儲を引き上げる。

体制を要件に加える。 後期高齢者連続調強力ロ鐸について、急性期治: イ 外来化学機法加興 1 500点→550J議
(嬰件を加える明白)

-急性期審趨補助体制加算

織を受け、病状の安定が見込まれた患者につい 15歳来満の患者 700点→750J認
で、必要に応じて医機と介護が切れ田なく提供: 口 外来化学機法加算2 390点今420Jiさ

-栄盤サポートチーム加興 されるよう、介護護保険サービスの活用も合めて 15歳来織の態者 700点→700~一
• I呼吸ケアチーム加算 i 支捜する観点から、名称変盟及び対象年齢の拡 2.放射線治療病室管理加鮮の引き上げ

.小見入院盟療管理料 1及び2 大夜行う。 放射線給 精霊を用いた治療に対する評価

・蚊命救態入院料 控 3に掲げる加 算 を 興 定 : 急性期病棟等遅院鵡盤加鐸 1 を拡充する、

ずる場 合 : 140点(退院時 1[9]) 【放射線治側諸謹館理加鰐]

2.病院勤 務 医 の 負 担 の 現 状 に 鑑 み 、より効栗: 急性期病棟等遼続調盤加算(1臼につき)500点→み盟OJi長
の期待できる勤務医魚拙軽減及び処遇改替の: 1OOJ設(退院時 1[9]) 3. がん愚者に対する丁事な説明の評価

ための体制を要件とする。

[算定要件〕

①病腕勤務底の勤務状現について異体的に把握:

[対象患者]

65鵡 以 上 の 患 者 又 は40識以上の特定疾病を荷:

する患者であって、一般購棟入院基本料、特定:

がんの診断及び治蹴方針の税照を行う際

に、当該患者に対して多間的に組長銭した環境

で 了 解 な 説 明 を 行 っ た 場 合 の 評 舗 を 新 設 す

していること。 機能病院入院議本料(…般病棟〉又は噂門病院: る。

②動務匿の勤務状加や負担を把握し、政識に関: 入院基本料(いずれも特定入院基本料を除く。): がん患者カウンセリング料 500点嶋む

する提言を行う讃任者を配題すること。 を算定している患者。鍔主主要件]

@役部分担の推避のための多職種からなる墨蹟: 〔算定要件] がんと診断され、継続して治織を行う予定の

会を投臨し、病院勤務監の負担軽減及び処遇:

改醤に係る計i磁の策定時や評価時、その他必:

要時に繍{擬されていること。

④今後の勤務医負担軽減計翻について、先進的:

i歯切なサーピスの漉訳や手続き等について、 : 帯に対して、緩和ケアの研修を修了した医師及

患者及び患者家艇に必聾な情報提供や、溜切な: ひと6か月以上の噂門の研修を修了した宥歯師が

施設への転腕等の手織さを行った場合に算定す j 同席し、鶴岡の環境等にも十分に配賦したよ
で、丁寧に説明を行った場合に鍔定する。る。

な取組翠例を参考に、異体的な取組内器や田: :<1-1 (充実が求められる領域/がん霊殿の推[施設基準]

標連成年次等を入れた計画を策定し、地方!事: 主急性期病棟等退院調盤加算 1 退院調盤部門:遊〉ー④>
:関緩和ケア・がんに対するリハピリテーションのが投霊愛されており、理続調盤に関する経験を有.生繭腫噂に提出することO

@百機の連成状況について、年 1[9]地方摩住居:
: 言司If巡

する噂従の審諮師及び専任の社会掻祉土又は噂:
第 l 基本的な考え方

任の議趨蹄及び専従の社金福祉士が悶髄されて:展等に報告すること。

<璽点課題2-2 (勤務監負担軽減/陛師業務の: いること。

軽減に向けた取締の推進〉ー②> 急性期病棟等退院調轄力日興2 退院調盤部門:

幽病院勤務医の事務作業を補助する職毘の配爾に: が設関されており、 i医院調盤に関する経験を有:

対する評価 : する蒋従の替諮師又は社会描祉士が 1名以上 配 :

第 1 基本的な考え方

臨師事務作業補劫者の配翻により一定の負担:

軽減効果が児訪れていることから、より多くの:

窓師事務作業補助者を阻醒した場合の評倒を設:

けるどともに、評価の引き上げと聾件の綾来日を: 歯されていること。

行 う。:<重 点課題2-3 (勤務僅負祖軽減/地域の匪癒:

第 2 輿体的な内容 :機関連携の推進〉ー②> (1格〉

【医師事務作業補劫体制加算] (入院初日)翻地域産離を支える有床診療所の評価 〈略〉

15対 1補助体制加算 810点 慌の :<要点頭題2-4 (勤務監艶担軽減/陸癒・介認:

20対 1補助体制加算 610点 〈新)関係職種の選携の推進)> (略〉
25対 1補助体制加算 355点→490点 :幽在宅復帰後を毘越した地域連携の評価〈略〉

50対 1補助体髄加算 185点今255点 : <1-1 (充実が求められる領域/がん藍療の推:

75対 1補助体制加算 130点→180点 : 進 〉 一 ① >

100対 1檎助体制加算 105J袋一う138点 :闘がん診療連機拠点病院の評価

[施設基準 第 1 基本的な考え方 : 

1. 15対工、 20対 1補助体制加算の施 設基準 i がん診療連携拠点病院におけるキャンサーボ:

第三次救急思療機関、小児救急患糠拠点病 : ードの開催、腕内がん讃録の盟なる充実も色め:

焼、総合周藤期冊子医概センタ一、年間の緊急: て、一閣の評価を行う。

入院臆者数が800各以上の実織を有す る 病 院 : 錦 2 輿体的な内容

2. 25対 1、50対ト補助体制加算の施設基準 [がん給機連機拠点病院加算〕

1の施設基準を満たしていること又は災譜(入院初日)400点→500点
拠点病院、へき地医療拠点病院、地域臨額支[算定要件]

援病i境、年賠の緊急入院患者数が200名以上: ・がん珍蹴連携拠点病院であること。

の提繍を有する病院、金蝿麻酔による手術件: ・キ ャン サー ボー ドを 設盤 して おり 、宥諮:

数が、年題800件以上の病院 : 師、薬剤師等の匪療関係職揮が参加している:

3. 75対 1、 100支出補助体制加算の施設基準 : 乙とが盟ましい。

1文は2の施設謹揮を満たしていること若:< 1 1 (光興が求められる領域/がん罷療の推:

しくは年閣の緊急入院患者数が100名 以 上 の : 進 〉 ー ② >

実繍を荷する病院 :闘がん診癒連錦拠点病院を中心とした連携の充実:

< 量 点 課 題2-3 (勤務医負担礎的或/地域の罷癒: がん議会煉連携拠点病競等と地域の盟療機関:

機関連携の推進〉ー①> が、 がん 患者 の退 院後 の治 療を あら かじめ作:

闘地域における医燃機関の連携に対する評価 : 成・共有された計画に基づき連携して持うとと:

1.比較的墨期の機器を担う病棟における遅院: もに、適切に情報突換を行うことを評価する。

調麓加 算 の 見 醸 し : がん治概趨携計蹄鏑定料(計調鰻定病競〉

従来の退院調整加算について、手厚い体制 750点(退院時) (新〉

で退焼鵡盤を持う場合の評価を新 設 す る と と [ 算 定 襲 件 ]

もに、名称を変更する。 か、んと診断された患者で、が人ノ診療拠点病院:

む患院競盤加算】一光慢性期病棟等溜院鵡盤加算] : 又は準ずる病院において、初回の手術・放射線:

1 慢性期病棟等溜腕調麓加算 1 治療・化学瞭法等のため入腕した患者に対し、

イ 遺 続 支 捜 計 画 作 成 加 算 : あらかじめ策定してある地域の臨療機関との地:

〈入院中 1閑) 100点 : 域連携診療計画に謹づき、個別の患者の治機計:

口 選瞬加興 G医院時 1回) 画を策定し、患者に説明し、問題を得た上で、

(1)療盤病棟入i境基本料等の算定患留が: 文欝により提供するとともに、退院後の治機を:

退院した場合 140点〈新) 連携して担う盟線機関に対して診療情報を提供:

(2)障害者施設等入院基本料等の関症患: した場合に、理院時に算定する。

者 が 退 院 し た 場 合 34ο点〈新) がん治澱連携指聯料 G翠携密機機関〉

溜腕支援計画作成加算〈入院中 1題、 100点) 300点(欝報提供時) (新〉

と 理 院 加 算(濯焼時 1師、 100点〉および鱒寵者欝定嬰件]

施設等入院謀本料等の算定患者が埋漉 し た 場 合 : がん治瞭連携計闘策定料を鱒定した患者に対:

(300点〉に ついては慢性期病棟噂涯腕鵡醸加算: し、計闘策定病践において作成された治療計蹄:

2として思分する。 に基づき、計闘策定病院と連携して退院後の治

外来におけるがんの熔糊コントロールを愈め

た緩和ケアの践の向上や入院における緩和ケア

診機の充賞、がんの疾患特性に配幽したリハピ

リテーション料を新設する。

第 2 異体的な内器

1.癌路線和ケアの充実

がん性感繍緩和指磯管理料において、緩和ケ

アに保る研イ修を修了した医師による指鞠を袈件

とするo

[:t:J~'A.ノ性安部商緩和指斡管理料] 100点
[施設基準〕

綾和ケアチームを構成する常勤医師が以下の

いずれかの研修会を終了していること。

ア がん静般に携わる医師に対する綾和ケア

研修会の開催指針〈平成20年 4月 1日鰭康扇

昼過知〉に準拠した緩和ケア研修会

イ 緩紹ケアの謀本ご教甫のための都道府県指

噂者研修会(国立がんセンターさ主催〉等

2.入院における緩和ケア診療の評価の充実

綾和ケア静蹴加算について、緩和ケアの簡の

向上を図るため、がん緩和ケアに携わる密部に

対し、緩和ケアに関する研修を受けて診織に泊

たることを饗件とするとともに、診機報酬上、

さらなる評価を行う。

また、外部による医般機能の評価を受けてい

ることとする聾件について、見直しを行う。な

お、緩和ケア病棟入院料についても同様に、要

件の変買を行う。

現行:【緩和ケア診療加算】 300点
[施設基準]

財間法人日本臨機機能許価機構等が

行う臣殿機能評価を受けていること。

改正:[鰻和ケア診療加算]400点
[施設基準]

(1)がん診機連擁拠点病院若しくは

準じる病院又は財罰法人日本医願機能

評価機構等が行う臨療機能評価を受け

た施設であること。

(2) 鰻和ケアチームを構成する常勤

陸師が以下のいずれかの研修会を終了

しているとと。

ア がん診織に携わる陸部に対する緩

和ケア研修会の開催指針(平成20年 4
月 1日鑓藤勝鎧通知〉に準拠した緩和

ケ ア 研 修 会

イ 緩和ケアの基本教曹のための都道

府娯指噂者研修会〈出立がんセンター

さ主催〉 等

3. がんに対するリハピリテーションの評価

がん患者リハビリテーション料

200点(1単位につき) (新〉

[算定要件]

(1)対象者に対して、がん患醤リハピリテー

ションに関する研修を終了した理学蹴法士、作

業療法士、富語聴覚土が個別に20分以上のリハ

(4闇へ続く〉
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(7面の続き) ※該当入焼基本料点数の80婦の点数と設定す.

関手術料の適正な評価について : る。

第 1 謀 本的な考え方 算定要件]

評価に当たっては、外科系学会社会保険委員 i ①一般病棟入院基本料、結核病棟入院革本料:

会連合(外保連〉作成による「手術報酬に関す: 及ひ、精神病棟入院謀本料の7対 1入院議本料:

る外保連試案J(以下「外保連試薬Jという) 文は10対 1入院謀本料の願出を行っている病:

の縞織化が進んでいるため、これを活用する。: 棟が、施設基準のうち宥諮職員の周平均モ変動:

また、先進医療専門家会識及び珍般報酬調査: 時間数72時間以内であることの要件のみを:

専門組織の臨療技術評価分科会における検討結: 満たせない場合

果を踏まえ、新規手術の保険諮入 を行う。: φ3か月を程度として算定できること と す :

第 2 具体的な内霊祭 : る。ただし、 7対 1、 10対 1特那入院基本料 i
L 外保連試課を活用した手術料の引 き上 げ i を算定後、 1年以内において再度算定するζ:

「外線連試薬第7版Jを 活 用 し 、外科系の: とはできない。 :

静観科で興施される手術や小児に対する手術: ③ 7対 1、 10対 1特別入読謀本料を算定期間:

など、高度な専門性を要する手術をより高く: 中、看謹職員の探用活動の状混等について毎:

評 {面する。: 月地方車生局長等に報歯する ζ と。

(1)評価対象手術 3. 一般病棟入院基本料、結核病棟入i琉 基本料:

外科系の診麟科で実施される手術の評舗に: 及び専門病院入院基本料における準7対 1入院:

は病院勤務憶の負担軽減対策という観点もあ: 基本料は、算定している医療機関が少ないこと:

ることから、主として病院で実施している手 i 等を踏まえ、麗止する。

術を優先して評価する。なお、病院で実施され 4. 医療経済実態調査の結果等を踏まえ、一般:

る ζ とが多い手術を対象とすると、苧術項目: 病棟入焼謀本料における15対 1入院基本料の評:

数全体の学分樫度を評価する ζ とができる。: 価を適正化する。

(2)手術 料 の 引 き 上 げ : 【…般病棟入院基本料】(1臼につき〉

外保連試薬においては、技術鹿・協力者数 15対 l入院器本料 954点ーう934点
-所要時間等を勘認し、それぞれの技術に応 5.後期高齢者特定入院謀本料について、名称:

じた麹用が、算出されている。こうしたデータ: か ら 「 後 期 高 齢 者J を削除するとともに、 75歳:

を踏まえ、現行点数との諦離が大きい一方で: 以上 に担 定し てい た対 象年 齢の 聾件 を擁止す:

高度な専門性を要すると分類されている技術: る。ただし、新たに対象となる患醤について:

鹿区分E及。~D の手術について、それぞれ現: は、遺焼支援状況報告醤の提出により、当該入:

行点数の50悌増及び30%増とすることを呂安: 院議本料の算定ではなく、従来どおりの出来高:

としつつ、個別の点数差については外保連試: に よ る 算定も可能とする。

築を用いて韓合をとることとする。:現行:[後期高齢者特定入院基本料】 cl日につき〉

(3)小売に対する手術評価の引き上げ : 特定患者(高齢者臨療確保法の規定による殿:

現行上、 3競来満の小児に係る手術につい:

ては乳幼児加算が認められているが¥3藤以:

上 6識未満の小児についても同様に高度な技:

摘が求められることから、加算の対象年齢を:

6歳未満に拡大する。: 畿の給付を受ける者(以下「後期高齢者j とい:

2.先進宿願技術に係る新規手術 : ぅ。〉である患者であって、部該病棟に90日を:

先濫医 療 噂 門 家 会 議 に お け る 検討結果を踏: 超えて入院する患者(別に厚生労働大患が定め:

ま え、新規苧術について保険噂入 を 行 う 。 : る状態等にあるものを除く。))

(噂入 された技術の例)改定:【特定入院基本料](1日につき〉

①腹腔鏡下肝部分切除術(肝外側区域切除織を: 特定患者(当該病棟に90日を趨えて入脱する:

合み、肝腫織に係るものに限る。) 患者(別に厚生労働大臣が定める状態等にある:

②エキシマレーザーによる治療的角膜切除術: ものを除く。))

〈角膜ジストロフィー又は帯状角膜盤性に係:<重点課題2-1 (勤務臨負担軽減/魯性期入院:

るものに限る。)陛療の評価〕ー②>

③勝脱水圧拡張徳(間鯖性勝蹴炎に係るものに:幽医療関係職種の役割分出と連携の評価

限る。) 錦 1 謀本的な辛考え方

3.新親保険i反轍提案手術の保険灘入 1.急性期入i境医搬において、手厚い人員体制:

医 療技術評価分科会における検討結果を: を確保することで、多職種が連携し、より興:

踏まえ、新規手術について保険購入を行う。 の高い臨療を提供するとともに、病院勤務涯:

(噂入された技術の例) の魚抑軽減にも寄与するような取組を評価す:

①肝内部服筒癌切除術(1即行階建あり 2血: る。

行再建なし) 2.急性期の入院臨療においても、患者の高齢:

②勝中央切除術 : 化等に伴い、審趨補劫業務の頭要性が増して:

③バイパス術を併用した脳動脈贈苧術 : いる。病競勤務屈の負担軽減の観点からも、

④経皮的 大動脈

(1) 1自の入院患者数に対する着諮補助者の

配置数が、 50対 l文は75対 1以上であるこ

と。

※ただし、審議補助者の配鐙については傾斜

組薗できるものとする。

(2)年間の緊急入競患者数が200名以上の突織

を有する病焼、又は総合属産期母子医療セン

ターであること。

(3) 一般病棟用の重症度・者離必要度の基準

を 瀧 た す 患 者 の 都 合 が7対 1入院基本料にお

いては15'1診以上、 10対 1入院謀本料において

は10物以上であるζ と。

(4)看護補助者に対し、急性期宥櫨における

漉切な宥礎檎助のあり方に関する院内研修会

を行っていること。

2.多職種からなるチームによる取組の評価

(1)急性期の入続医療を行う一般病棟におい

て、栄譲障害を生じている患者文は栄盤障害

を生じるリスクの商い患者に対して、医師、

看護師、薬剤師及び管理栄鍵士などからなる

チームを繍成し、栄養状態改善の取締が行わ

れた場合の評価を新設する。

栄養サポートチーム加算200点 G墜 1回) (新〉

〔対象患者〕

一般病棟入腕基本料、特定機能病院入院謀本

料(一般病棟入噂門病院入院基本料のうち、

7対 1入院基本料又は10対 1入続基本料の届出

病棟に入院している患者のうち、栄器管理実施

加算が算定されており、栄盤i磁曹を有すると判

定された者等

[算定要件]

①対毅患者に対する栄議カンファレンスと問診

の開催(JlEIl回程度〉

@対象患者に闘する栄盤治験実施計翻の策定と

それに基づくチーム静観

③ 1日当たりの算定患者数は、 1チームにつき

概ね30人以内とすること等

[施設翠準]

当該保険医鱗機関内に、専任の①~④により

檎成される栄畿管理に係るチームが設歯されて

いること。また、以下のうちのいずれか 1人は

響従であること。

①栄議管理に係る所定の研修を修了した常勤臨

良市

②栄盤管理に係る所定の研修を修アした常勤雷

諮師

③栄盤管理に係る所定の研修を修了した常勤薬

斉Ui5市
@栄器管理に係る所定の研修を修了した常勤管

理栄譲二仁

上記のほか、歯科盟服、歯科衛生士、臨床検

査技師、理学機法士、作業療法士、社金補祉

士、醤語聴鐘士が配躍されていることが盟まし

¥;'10 

(2)栄 盤 サ ポ ー ト チ ー ム 加 算 の 新 設 に 合 わ

せ、後期高齢者退院時栄盤・金事指瀦料は賠止

する。

(3)…般病棟において、僅師、審諮師、臨床工

学技士、理学概法士などからなるチームにより、

人工時吸器の離脱に向け、適切な呼吸器設定や

口臆状態の管理等を総合的に行う場合の評価を

新設する。

呼吸ケアチーム加算 150点(澗 l回) (新〉

[輿定要件]

①一般病棟入院基本料、特定機能病院入院器本

料(一般病棟〉及び専門病棟入院基本料のj菌

出病棟に入院しており、 48時間以上継続して

人工時吸器を装着している患者であること。

②人工呼股器装着後の一般病棟での入院期間が

1か月以内であること。

③人工時吸器離税のための臨師、専門の研修を

受けた審盤部等による噂任のチーム(時限ケ

アチームという〉による首会機等が行われた場

合に溜 1聞に限り算定する。

[施設基準〕

出核保険窓際機関内に、専任の①~④により

構成される呼級ケアチームが設損されているこ

と。

@人工呼吸器管理等について十分な経験のある

臨富市

φ人 工 将 股 器 管 理 等 に つ い て6か月以上の専門

の 研 修 を 受 け た 雷 諮 師

@人工停I汲器等の保守点検の経験を3年以上有

する臨床工学技士

④時吸器リハピリテーションを合め 5年以上の

経験を荷する理学機法士

(5酪へ続く〉



(ア)平成22年 2月 15日 翻臨機慰擁護器ニニ.::::L血熱 (J.H.A. N乞ws)
[施設基準]

第三種郵使物認可〉第815号
(昭和4秤 2月10日

専任の小児科医が常時、当該保険臨機機関

内に勤務していること。

特定築中治療室管理料小児加算(新〉

し500点 (7日以内〉

し000点 (8日以上 14日以内〉

[鍔定嬰件〕

15歳未満の撞簡な小児患醤に対し、特定鍵

《平成22年度診療報酬改定における主 要改定項目.に係る救急患者の受入れの推進〉ー②> 中治療室管理が、行われた場合。

につい て ) ) 樹 新 生 児集中治療・救急盤療の評価 [施設器準〕

藁点課題 1 救組、産科、小児、外科等の罷癒の 1. NICU (新生児特定簾中治療護管理料〉に: 噂任の小児科医が常持、部該保険臨臓機関

再建 :ついて : 内に勤務していること。

<重点課題 1 (救急等の再建/地域連携によ: 新生児特定集中治療室管理料の評価を引き上げ:関NICU入院患者等の後方病床の充寓

る救急患者 の 受 入 れ の 推 進 〉 ー①>るとともに、 NICU担当臨師が小児科当額業務1.【新生児特定鍵中治機室退院調盤加算】

圏救急入院盤療の充実に係る評価 :との兼務を行う場合の評価を新設する。また、 N: 300点 o医院時 1潤) (新〉

1.【救命救急入院料]Cl自につき) 1 CU満床時に緊急受入れのために、一時的に [算定聾件]

・充提度評儲Aの加興500点ーう1，000点 :定員超過入院となるケースや、症状の増悪等によ: 当該入院期間中に新生児特定集中治療盤管

・充実度評価Bの加算 500点慌の:り再入寵するケースに配撤した評価とする。: 理料又は総合j司崖期特定集中治機窓管理料

2. 【広範臨熱傷特定集中治蹴室管理料】 :【新生児特定集中治醸室管理料1]Cl自につき) (新生児集中治療室管理料の場合〉の算定の

・現行:Cl自につき) 7，890点 8，500点→10，000点 一 : ある患者について、看護部文は社会福祉士

〔算定日数] 60臼を限度 : な お 、 総 合 周 薩 期 辱 豆 嘉 手 治 療 護 管 理 料 につい: が患者の間態を得て理院支援のための計画を

・改正後:要件を緩和、算定対象を拡大、評価:ても同様の評価の引き上げを行う : 策定し、 i国境・転院に向けた支援を行った場

区分を 以下の2稿類に再繍 :【新生児特定鏡中治療盟欝寝料2]cl日につき) 合、遺腕時に算定する。

【特定集中治霊祭謹管理料]Cl自につき) 6，0⑪O点(新〉 一一 [施設基準〕

広範屈 熱 傷 の 場 合 7，890点 : φ 専任の臨師が常時、部該僅療機関内に勤務: 溜錦調整部門が設寵されており、当該部門

【救命救急入院料】 cl日につき) していること : について専従の雷鑓腕又は噂従の社会撞祉土

広 範囲熱備の場合 7，890点 : ② 新生児特定集中治療管理を行う専用の治療: が 1名以上配櫨されていること。

[算定自数]上記2種類とも60日 を限度 j 諜を有していること 2. [新生児治機回復寵入院医療醤理料〕

【ハイケアユニット入院医蹴管理料] 【ハイリスク新生児受入れのための要件緩和] N 1 CUからハイリスク!思考E直接受け入れる

は自につき) 3，700点→土虫日忠 i 新生児特定集中治験盤館現料及び総合周産期 特 : 後方病床のうち、新生長児治療回復護 (GCU)
①現行の要件の内、数命数急入院 料又は特定:定集中治機室管理料について、満床時の銀急受入: について、新住児入院窓療管理加算に代えて、

集中治療霊祭管理料に係る届出を外し、診療銀 jれのために一時的に窓員超過入院となる場合や、 j 新たな評価思分を新設する。

管理 体制加算のみとする。症 状 の 増 強 に よ る 再 入 窓 の 場 合 の 算 定 要 件 を綾 5，400点ClBにつき) (新〉

②平均 在院臼数 17倍 以 内 → 旦 旦当巴 : 和。算定要 件 ]

3. 【救急医療管理加算】 cl日につき) ①一時的な定員超過入院 (1)高穫の先天皆形、低体踊等の状態※にあ

600点ーう笠OF.主 j ア 〉 助 産 師 文 は 審 趨 獅 の 数 が 常 時4 1以上; る新生兇について、十分な体制を盤えた治療

【乳幼児救態陸療管理加算】 cl自につき) を趨えない範囲で、 24時 間 以 内 に 常 時3. : 識において医療管理を行った場合に算定す

150点→空OF.笈 1以上に調盤ずること。 る。

入院 締 結 学 管 理 加 算 は 、 趣 昌 を 明確化する j ィ〉超過病床数は 2床までとすることo ※従来の新生児入院医瞭管理加算の算定対

ために名称を変更。 ② 症 状 増 懲 時 の 再 入 盤 j 象と同様ゐ

総合入続 体 髄 加 算 120点 cl日につき) 症状増悪等により当該治療室に再入窓した場 (2)NICUを算定した期躍と通算して30日

4.救愈搬送の中核病院において緊急 入 院 後 、 状 : 命に再度算定できる。ただし、前回の入盤期間: 聞を娘度として算定する。ただし、出生時体

態の藩ち着いた患者の早期転院の評価を新設 j と趨興して算定日数を計算する。 璽が1.000g未満又はし OOOg以上1.500g宋

・救鐙搬送患者地域連携紹介加算 500点 2.救急搬送診療料について j 満 の 新 生 児 の 場 合 は 、 そ れ ぞ れ120罰又は90
(退院時 1回) (新〉 j 救急搬送診霊祭料の乳幼児加算の評価を引き上げ: 日を限度として算定する。

・救急時送患者地域連携受入加算 1，0 
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ま
す
。
ま

た
、
医
師
を
始
め
と
す
る
人
初

開
保
も
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
乙
の
よ
う
な
時
代
で
あ
る

か
ら
と
そ
、
医
療
に
携
わ
る
私

た
ち
が
、
日
本
の
医
療
の
将
来

会
医
療
法
人
厚
生
会
木
沢
舘

念
病
院
理
恵
畏

・
病
院
畏
)

主
要
プ
ロ
グ
ラ
ム

〔第

ω回
日
本
諮
問
委
主
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
(
予

8
〕

V
笠
宮
長
講
演

H
「
医
療
人

の
協
働
と
明
日
を
拓
く
力
3
人

間
切
年
か
ら
1
A
X
U年
へ
ら
」

笠
宮
医
療
法
人
厚
生
会
実

飽
全
品
開
院
理
事
畏

・
病
院
長

山
田
寅
紘

V
会
長
調
演

H
演
題
未
定

-

B
I病
院
会
会
長

V
招
待
講
演
H
演
題
未
定

・

前
厚
生
労
働
大
臣

・
参
機
院
阻
晒

員
舛
添
要
一

を
守
る
た
め
に
一
丸
と
な
っ
て

改
普
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

本
学
会
の
特
徴
は
、
医
師
だ

け
の
学
術
安
置
と
は
異
な
り
、

V
特
別
講
演

H
「
医
の
原
点

ム
白
代
ギ
リ
シ
ャ
の
医
跡
を
紡

ね
て
」
怒
生
会
ベ
ト
レ
ヘ
ム
の

図
病
院
顧
問
星
和
夫
マ
市
民

公
開
講
座
「
歴
史
に
学
ぶ
変
革

期
の
リ
ー
ダ
ー
と
組
織
の
あ
り

さ

童

家

・
作
家
加
来
耕

三
マ
「
救
急
医
療
の
問
題
点
の

解
決
に
向
け
た
具
体
的
戦
略
」

岐
皐
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究

科
救
急

・
災
曹
医
学
分
野
教
授

小
倉
真
治
マ
「
日
本
の
が
ん

医
療
一
現
状
と
展
望
3
ア
ヲ
ア

で
進
む
べ
き
迫
3
」
岐
阜
大
学

名
誉
教
授
、
が
ん
築
学
的
治
療

研
究
財
団
週
恵
昼
、
第
9
回
ア

く
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。ぞ

と
で
、
本
笠
宮
の
テ
I
マ

を
「
医
療
人
の
協
働
と
明
日
を

拓
く
召
と
し
ま
し
た
。
日
本

ジ
ア
臨
床
周
郷
単
会
長
佐
治

思
艶
マ
市
民
公
開
購
座

「ミ
ス

テ
リ
ー
で
終
わ
ら
な
い
死
因
究

明
と
画
像
診
断
」
医
師

・
作
家

海
盤
世
帯

V
特
別
企
画
川
「
名
曲
の
ひ

と
と
き
l
F
r
a
n
z
L
i

s
z
t
A
c
a
d
e
m
y
 

o
f
M
U
S
I
c
-」
ハ
ン

ガ
リ
ー
共
和
国
リ
ス
ト
音
楽
院

協
力V

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

H
「
中
小

病
院
は
地
域
を
守
る
ら
巾
小
病

院
の
復
合

m灘
化
戦
略
」
座

長
土
井
富
弘
(
岡
山
旭
東
病

院
院
長
)
V
「教
急
医
療
の
構

築
(
仮
)
」
座
長
.
未
定
V
「チ

ー
ム
医
療

・
戦
能
分
担
の
功

塑

座

長

・
岩
崎
柴

(
N
P
O

法
人
事
後
臨
床
研
修
評
価
機
構

専
務
理
事
)
V
「
望
ま
し
い
生

涯
教
育
と
は
l
各
聴
積
に
求
め

ら
れ
る
も
の
」
座
長
一
伴
信
太

郎

(
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属

病
院
総
合
診
療
科
教
授
)
、
木

演
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
等

に
お
い
て
、
各
病
院
の
臓
員
が

宙
開
副
都
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
研

究
極
守
に
つ
い
て
、
多
数
の
皆
様

よ
り
一
発
表
を
い
た
だ
き
、
学
び

病
院
全
体
の
質
の
向
上
を

第
印
回
日
本
病
院
学
会
長
山
田

貫
紘

社
団
法
人
日
本
病
院
会
の
会
員

で
あ
る
病
院
の
全
職
種
の
方
々

が
事
加
し
、
日
頃
の
研
究
や
業

務
改
輔
自
の
成
果
等
の
発
表
を
通

じ
て
互
い
に
研
鏑
し
、
病
院
全

体
の
闘
の
向
上
に
寄
与
し
て
い

に
必
要
な
医
療
に
つ
い
て
、
駒

演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
通

じ
て
磁
愉
を
深
め
て
い
た
だ
げ

れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。
ま

た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ラ
ン

チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、
一
般
口

の
場
に
な
り
ま
す
と
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

舷
皐
は
、
清
流
の
地
で
あ
り

ま
す
。
毘
良
川
の
駒
飼
、
飛
騨

高
山
、
白
川
郷
、
奥
美
漉
(
郡

上
お
ど
り
)
、
下
呂
温
泉
と
い

下
牧
子
(
初
台
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院
院
長
)
V
「
医
療

関
連
感
染
対
策
の
あ
り
方
を
考

え
る
ー
と
れ
ま
で
に
わ
か
っ
た

と
と
、
と
れ
か
ら
解
決
す
べ
き

と
と
|
」
座
長
一
=
一
鴨
厳
繁
(
愛

知
医
科
大
学
大
学
院
医
学
研
究

科
感
染
制
御
学
教
授
)

V
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

H
日
本

病
院
会
精
神
科
医
療
援
員
会

ご
般
救
急
と
精
神
科
救
語
の

連
携
を
め
ざ
し
て
」

V
岐
阜
県

君
麹
協
会
「
患
者
の
健
康
生
活

を
支
援
す
る
君
纏
の
連
携
」

V

舷
阜
県
理
学
療
法
士
会
、
岐
阜

県
作
業
療
法
士
会
、
舷
阜
県
宮

語
聴
覚
士
会
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
l

一
般
演
題
虜
集

〔
一
般
演
短
募
集
要
扇
(
オ
ン

ラ
イ
ン
)
〕

V
演
題
豊
録
に
関
レ

T
H演

題
応
募
は
、
笠
奈
1
ム
ペ
ー

ジ
(
F

け吾妻
2
・。。コ唱。

g
-

』司

hzg-D¥)
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
登
録
に
よ
り
受
付
り
て
い

る
。
演
題
種
別
は
応
募
時
に
発

事
雲
を
百
演
」
か
「
ポ
ス

タ
ー
」
ま
た
は
「
ど
ち
ら
で
も

よ
い
」
を
選
ぶ
。
募
集
期
間
は

3
月
4
白
(
木
)
正
午
ま
で
。

応
募
演
題
の
採
否
お
よ
び
発

っ
た
、
古
い
文
化
の
地
で
も
あ

り
ま
す
。
と
の
機
会
に
岐
阜
の

観
光
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

本
学
会
は
阪
車
県
病
院
盤
面

会
長
松
波
英
一
民
を
名
誉
学

会
長
と
し
て
、
岐
阜
県
病
院
協

会
会
員
病
院
の
協
力
の
も
と
単

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
と
の
学
会
が
多

く
の
宙
線
に
楽
し
く
学
ん
で
い

た
だ
き
、
実
り
多
い
学
習
の
場

に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念

い
た
し
ま
し
て
色
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

(
社
会
医
療
法
人
厚
生
会
木

沢
佐
念
病
院
理
恵
長
・
病
院

長
)

シ
ョ
ン
の
将
来
展
望
3
医
療

・

福
祉
の
枠
組
み
を
超
え
て
の
連

携
3
」
V
岐
阜
県
病
院
薬
剤
師

会
「
附
息
治
療
へ
の
医
・
薬

・

薬
学

・
連
携
の
取
り
組
み
」

V

舷
阜
県
放
射
線
授
師
会
「
診
療

支
援
部
門
に
期
待
さ
れ
る
ニ
ー

ズ
を
考
え
る
」
V
病
院
経
儲
管

理
者
協
機
会
「
先
制
郁
例
に
学

ぶ
病
院
経
営
活
性
化
の
糸
口
」

V
医
療
人
の
集
い
(
情
報
交

換

さ

』
f

月
幻
自
(
木
)
日

時
(
予
定
)
よ
り
、
岐
阜
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
。
参
加

賀
1
名
5
千可

V
医
療

・
宿
祉
織
舘
麗
示
、

嘗
鰭
展
示
等

褒
方
法
(
ロ
演
、
ポ
ス
タ
ー
)

は
霊
童
に
一
任
。

V
優
努
演
題
の
表
彰
日
優
秀

な
演
題
は
、
座
長
の
一
推
聴
に
よ

り
自
由
刑
雑
舵
網
鎚
蚕
員
会
金
選

考
を
経
て
、
次
期
岩
会
で
表
彰

(
優
秀
、
優
良
演
題
)
し
、
目

安
病
院
会
雑
誌
に
掲
滅
す
る
。

V
間
合
廿

E第
閃
回
日
本
病

院
笠
宮
連
事
務
局

・
側
コ
ン

グ
レ
中
部
支
社
内
(
岡
山
0
5
2

t
9
5
0
1
3
3
6
9
、F
A

X
0
5
2
1
9
s
o
，3
3
7
 

0
、
甲
昌
信
一
』

Eg--曲。。ロ旬。

g
』

官

)
盲
申
前
参
加
登
録

〔
事
前
書
加
登
録
概
要
〕

V
事
前
審
加
登
録
に
つ
い
て

H
康
則
と
し
て
学
会
ホ
1
ム
ペ

ー
ジ

(
前
期
)
で
の
オ
ン
ラ
イ

ン
箆
録
と
な
る
。
締
切
は
4
月

ω国
(
金
)
正
午
ま
で
。

V
笠
宮
参
加
賀
HAW事
前
登

録
賞
(
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
抄
録
集

を
含
む
)
は

1
万
円
②
当
日
鐙

録
貨
(
同
)
は
1
万

2
千
円
③

学
生
由
民
録
は
当
日
登
録
の
み
で

2
千
円
(
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
抄
録

鈍
は
別
治

3
キ
円
で
購
入
)
。

V
間
合
廿
町
第
印
回
白
書

院
学
会
連
蛍
事
務
局
(
前
掲
)

ま
で
。
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